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bearing pullulan; CHP) と、分岐状多糖を主鎖骨格に有するコレステリル基置換クラス
ターデキストリン  (cholesterol-bearing cluster dextrin; CH-CDex) を抗原キャリアとし
て選択し、物性評価を行った。CH-CDex ナノゲルは糖鎖密度が高いために小さなパッ
キングを実現するため、CHP ナノゲルより小さな粒子径を示した  (CHP; 63 nm, CH-
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認識する様々なレセプターが発現しており、アニオン性ナノゲルは能動的に相互作用
すると予想される。カルボキシル基の導入率が異なる 2 種類の CHPCOOH を合成し、
自己組織的にナノゲルを形成し、表面電荷が異なる抗原キャリアとして機能しうるこ

















第 4 章では、ナノゲルワクチンを用い、従来のキラーT 細胞活性化に加えて抗原を腫
瘍へ送達することで、相乗的な腫瘍内免疫環境の活性化について評価した。近年、がん
免疫抵抗性の腫瘍において腫瘍の悪性化を促進するマクロファージの存在が報告され













（続紙 ２ ） 
 










2. 第 2 章では、アニオン性を示す自己組織化ナノゲルを用い、ナノゲルの表面電荷に
よる抗原提示細胞の標的化について報告を行った。コレステリル基置換プルラン  
(CHP) を基に、アニオン性基であるカルボキシル基を導入した CHPCOOH を 2 種類


















開も見据えたものである。よって、本論文は博士  (工学 ) の学位論文として価値ある
ものと認める。また、令和 2 年 1 月 17 日、論文内容とそれに関連した事項について
試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合
格と認めた。なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断
し、公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを
認める。  
 
